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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内の温度を設定温度に制御する制御部と、
　室内の温度を検知する温度センサと、を備え、
　冷房運転開始時における前記温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より高い場
合、前記制御部はユーザは寒がりであると推定し、室内の温度を前記設定温度よりも高い
温度に制御する
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　室内の温度を設定温度に制御する制御部と、
　室内の温度を検知する温度センサと、を備え、
　暖房運転開始時における前記温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より低い場
合、前記制御部はユーザは暑がりであると推定し、室内の温度を前記設定温度よりも低い
温度に制御する
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項３】
　送風ファンの回転速度を制御する制御部と、
　室内の温度を検知する温度センサと、を備え、
　冷房運転開始時における前記温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より高い場
合、前記制御部はユーザは寒がりであると推定し、前記送風ファンの回転速度を設定値よ
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りも小さい値に制御する
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項４】
　風向を制御する制御部と、
　室内の温度を検知する温度センサと、
　人の位置を検知する人検知センサと、を備え、
　冷房運転開始時における前記温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より高い場
合、前記制御部はユーザは寒がりであると推定し、前記人検知センサで検知した人の位置
以外の位置に風向を向ける
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項５】
　送風ファンの回転速度を制御する制御部と、
　室内の温度を検知する温度センサと、を備え、
　暖房運転開始時における前記温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より低い場
合、前記制御部はユーザは暑がりであると推定し、前記送風ファンの回転速度を設定値よ
りも小さい値に制御する
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項６】
　風向を制御する制御部と、
　室内の温度を検知する温度センサと、
　人の位置を検知する人検知センサと、を備え、
　暖房運転開始時における前記温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より低い場
合、前記制御部はユーザは暑がりであると推定し、前記人検知センサで検知した人の位置
以外の位置に風向を向ける
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項７】
　室内の温度を設定温度に制御する制御部と、
　室内の温度を検知する温度センサと、を備え、
　冷房運転開始時における前記温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より低い場
合、前記制御部はユーザは暑がりであると推定し、室内の温度を前記設定温度よりも低い
温度に制御する
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項８】
　室内の温度を設定温度に制御する制御部と、
　室内の温度を検知する温度センサと、を備え、
　暖房運転開始時における前記温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より高い場
合、前記制御部はユーザは寒がりであると推定し、室内の温度を前記設定温度よりも高い
温度に制御する
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項９】
　送風ファンの回転速度を制御する制御部と、
　室内の温度を検知する温度センサと、を備え、
　冷房運転開始時における前記温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より低い場
合、前記制御部はユーザは暑がりであると推定し、前記送風ファンの回転速度を設定値よ
りも大きい値に制御する
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項１０】
　風向を制御する制御部と、
　室内の温度を検知する温度センサと、
　人の位置を検知する人検知センサと、を備え、
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　冷房運転開始時における前記温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より低い場
合、前記制御部はユーザは暑がりであると推定し、前記人検知センサで検知した人の位置
に風向を向ける
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項１１】
　送風ファンの回転速度を制御する制御部と、
　室内の温度を検知する温度センサと、を備え、
　暖房運転開始時における前記温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より高い場
合、前記制御部はユーザは寒がりであると推定し、前記送風ファンの回転速度を設定値よ
りも大きい値に制御する
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項１２】
　風向を制御する制御部と、
　室内の温度を検知する温度センサと、
　人の位置を検知する人検知センサと、を備え、
　暖房運転開始時における前記温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より高い場
合、前記制御部はユーザは寒がりであると推定し、前記人検知センサで検知した人の位置
に風向を向ける
　ことを特徴とする空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、運転開始時または運転開始後のセンサ情報からユーザの特性を推定すること
ができる空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、空気調和機本体を運転操作するリモコン（リモートコントローラ）に
、室温を設定するキー操作部と温度を表示する表示部とを備え、空気調和機本体に室温を
検出する室温検出部と、外気温を検出する外気温検出部と、キー操作部により設定される
温度設定部と、検出された室温と外気温を基に設定された設定温度とのデータの履歴を記
憶する記憶部とを備え、空気調和機の運転開始後、現在の検出された室温と外気温と、記
憶部に蓄積されたこれら検出温度に対する設定温度の蓄積データにより、室内の推奨設定
温度を算出することが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－５７９０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１によれば、空気調和機の運転開始後、検出された室温と外気温と、これら検
出温度に対する設定温度の過去の蓄積データにより、推奨設定温度を求めている。しかし
ながら、推奨設定温度は、ユーザにより好みが異なるため容易に決定できないのが問題で
ある。
【０００５】
　また、空気調和機を起動する際に、できるだけ簡易に、例えば、ユーザがリモコンの暖
房または冷房の起動（押下）だけで、空気調和機が自動制御することが望まれていた。
【０００６】
　本発明は、前記の課題を解決するための発明であって、運転開始時または運転開始後の
センサ情報からユーザにあった空調ができる空気調和機を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するため、本発明の空気調和機は、室内の温度を設定温度に制御する制
御部と、室内の温度を検知する温度センサと、を備え、冷房運転開始時における温度セン
サで検知した室内の温度が所定の温度より高い場合、制御部はユーザは寒がりであると推
定し、室内の温度を設定温度よりも高い温度に制御することを特徴とする。本発明のその
他の態様については、後記する実施形態において説明する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、運転開始時または運転開始後のセンサ情報からユーザにあった空調が
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態に係る空気調和機の外観構成の説明図である。
【図２】本実施形態に係る空気調和機の室内機の構成の説明図である。
【図３】本実施形態に係る空気調和機の室外機の構成の説明図である。
【図４】本実施形態に係る空気調和機のリモコンの詳細図を示す図である。
【図５】本実施形態に係る空気調和機のセンサ部の構成を示す図である。
【図６】本実施形態に係る空気調和機の制御部の構成を示す説明図である。
【図７】第１の実施形態に係る特性推定部の処理を示すフローチャートである。
【図８】第２の実施形態に係る特性推定部の処理を示すフローチャートである。
【図９】第３の実施形態に係る特性推定部の処理を示すフローチャートである。
【図１０】第４の実施形態に係る特性推定部の処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明を実施するための形態（以下、実施形態という）について、適宜図面を参照しな
がら詳細に説明する。
【００１１】
　図１は、本実施形態に係る空気調和機の外観構成の説明図である。空気調和機Ａは、例
えばヒートポンプ技術などを用い、冷房など室内の空気調和を行う装置である。空気調和
機Ａは、大別して、室内の壁や天井、床などに設置される室内機１００と、屋外などに設
置される室外機２００と、赤外線や電波、通信線などにより室内機と通信してユーザが空
気調和機を操作するためのリモコン４０（空調制御端末）と、室温や外気温などの空気調
和機の制御や表示に用いる情報を入手するための各種のセンサ５０部（図５参照）とから
なる。また、室内機１００と室外機２００とは、冷媒配管と通信ケーブル（図示せず）で
接続されている。
【００１２】
＜室内機＞
　図２は、本実施形態に係る空気調和機の室内機の構成の説明図である。室内機１００は
、熱交換器１０２、送風ファン１０３、左右風向板１０４、上下風向板１０５、前面パネ
ル１０６、筐体ベース１０１、各種のセンサ部５０（図５参照）などを有している。
【００１３】
　熱交換器１０２は複数本の伝熱管１０２aを有し、送風ファン１０３により室内機１０
０内に取り込まれた室内の空気を、伝熱管１０２ａを通流する冷媒と熱交換させ、当該空
気を冷却又は加熱などするように構成されている。なお、伝熱管１０２ａは、前記した冷
媒配管に通じていて、公知の冷媒サイクルの一部を構成している。送風ファン１０３は風
速を調節可能である。左右風向板１０４は、その基端側が室内機下部に設けた回転軸を支
点にして左右風向板用モータにより正逆回転される。そして、左右風向板１０４の先端側
が室内側を向いていて、これにより左右風向板１０４の先端側は水平方向に振れるように
動作可能である。上下風向板１０５は、室内機１００の長手方向両端部に設けられた回転



(5) JP 6746246 B2 2020.8.26

10

20

30

40

50

軸を支点にして上下風向板用モータにより正逆回転される。これにより、上下風向板１０
５の先端側は上下方向に振れるように動作可能である。前面パネル１０６は、室内機の前
面を覆うように設置されており、下端部の回転軸を支点として前面パネル用モータにより
正逆回転可能である。ちなみに、前面パネル１０６は、回転動作を行うことなく、室内機
の下端に固定されたものとしてもよい。
【００１４】
　室内機１００は、送風ファン１０３が回転することによって、空気の吸込口１０７及び
フィルタ１０８を介して室内の空気を室内機１００内に取り込み、この空気を熱交換器１
０２で熱交換する。これにより、当該熱交換後の空気は、熱交換器１０２で冷却され、あ
るいは、加熱される。この熱交換後の空気は吹出し風路１０９aに導かれる。さらに、吹
出し風路１０９ａに導かれた空気は、空気吹出し口１０９ｂから室内機外部に送り出され
て室内を空気調和する。そして、この熱交換後の空気吹出し口１０９ｂから室内に吹き出
す際には、その水平方向の風向きは左右風向板１０４により調節され、その上下方向の風
向きは上下風向板１０５により調節される。
【００１５】
＜室外機＞
　図３は、本実施形態に係る空気調和機の室外機の構成の説明図である。空気調和機Ａの
室外機２００には、冷媒を圧縮する圧縮機２０２、高圧の冷媒を減圧する膨張弁、冷媒の
流路を切り替える四方弁、外気と冷媒とを熱交換する熱交換器２０６などの装置を備えて
いる。室外機２００は、仕切り板２１１と電装品箱２１０とリード線支持部品２０９とに
より、熱交換器室２０４と機械室２０５とを区分（分割）している。熱交換器室２０４に
は、冷媒配管を循環する冷媒の外気との熱交換を促進するプロペラファン２０７とその駆
動用のモータ、プロペラファン２０７を回転自在に支持するファン支柱、および外気と循
環する冷媒の熱交換を行う熱交換器２０６が配設されている。機械室２０５には、循環す
る冷媒を高温高圧のガス冷媒にする圧縮機２０２、常温・高圧の液状冷媒を低温・低圧の
液状冷媒にする電動膨張弁、電気部品のリアクタ、および、冷媒が流れる冷媒配管の伝熱
管が配設されている。電装品箱２１０には、室外機を制御する電装品が収納されており、
その上部には電装品蓋が被せられている。
【００１６】
＜リモコン＞
　図４は、本実施形態に係る空気調和機のリモコンの外観の説明図である。リモコン４０
はユーザによって操作され、室内機のリモコン受信部Ｑ（図１参照）に対して赤外線信号
を送信する。当該信号の内容は、運転要求、設定温度の変更、タイマ、運転モードの変更
、停止要求などの様々な指令である。空気調和機Ａは、これらの信号に基づいて、少なく
とも室内の冷房、暖房、除湿などを行うことができる。また、空気清浄など、その他の空
気調和の機能を備えていてもよい。空気調和機は、室内の空気を様々に調整することがで
きる。
【００１７】
　リモコン４０の表示画面４１には、特性推定部６１（図６参照）が推定した現在のユー
ザの特性４２が表示されている。具体的には、ユーザの特性４２には、「暑がり」、「快
適重視」、「節電重視」、「寒がり」があり、詳細については後記する。
【００１８】
＜センサ部＞
　図５は、本実施形態に係る空気調和機のセンサ部の構成を示す図である。センサ部５０
は、室内機１００と室外機２００に備えられている。センサ部５０は、室温センサ、外気
温センサ、湿度センサ、冷媒配管温度センサ、圧縮機温度センサ、人検知センサ１１０（
図１参照）、温度検知センサ１１１（図１参照）、時計などにより構成される。
【００１９】
　人検知センサ１１０は、撮像手段であり、例えばＣＣＤ（Charge Coupled Device）イ
メージセンサであり、前面パネル１０６の左右方向中央の下部に設置されている。これ以



(6) JP 6746246 B2 2020.8.26

10

20

30

40

外にも、赤外線センサ、近赤外線センサ、サーモグラフィー、焦電型センサ、超音波セン
サ、騒音センサを使用してもよい。人検知センサ１１０で検出するのは、人の有無に限ら
れず、位置、活動量、生活シーンなどでもよい。
【００２０】
　温度検知センサ１１１は、温度検知手段であり、例えば横×縦が１×１画素、４×４画
素、１×８画素で構成されるサーモパイルであり、前面パネル１０６（図１には図示せず
）の左右方向中央の下部に設置されている。これ以外にも、赤外線センサ、近赤外線セン
サ、サーモグラフィーを使用してもよい。温度検知センサ１１１で検出するのは、室内の
平均的な表面温度に限られず、検出範囲の内人を除いた領域の室内の表面温度、人の着衣
の表面温度、人の皮膚の温度、床の表面温度でもよい。
【００２１】
＜制御部＞
　図６は、本実施形態に係る空気調和機の制御部の構成を示す説明図である。制御部６０
は、電装品に備えられている。制御部６０は、送受信部４５を介してリモコン４０からの
情報と、センサ部５０からの情報に基づき、室内機１００の送風ファン１０３、左右風向
板１０４、上下風向板１０５を駆動し、室外機２００の圧縮機２０２、プロペラファン２
０７を駆動する。
【００２２】
　制御部６０は、本願の特徴である特性推定部６１と、記憶部６２を備えている。
【００２３】
［第１の実施形態］
　＜特性推定部＞
　図７は、第１の実施形態に係る特性推定部の処理を示すフローチャートである。特性推
定部６１は、ユーザによるリモコン４０の操作により空気調和機Ａの運転を開始した時の
センサの出力から、空気調和機Ａの使用に対するユーザの特性を推定する。推定する空気
調和機Ａの使用に対するユーザの特性は、「快適重視」、「節電重視」、「暑がり」、「
寒がり」など、空気調和機Ａの使用の嗜好に関する特性である。
【００２４】
　特性推定部６１は、運転開始の指令を受信すると（Ｓ７１）、センサ部５０からの出力
を受信し（Ｓ７２）、センサ部５０からのセンサ情報と、表１および表２とに基づきユー
ザの特性（「快適重視」、「節電重視」、「暑がり」、「寒がり」）を推定し（Ｓ７３）
、推定した結果を記憶部６２に記憶する（Ｓ７４）。そして、特性推定部６１は、図６に
示した圧縮機２０２、左右風向板１０４、上下風向板１０５、送風ファン１０３、プロペ
ラファン２０７などに対し制御変更を送信する（Ｓ７５）。
【００２５】
　Ｓ７３におけるユーザの特性の推定について詳細に説明する。
　記憶部６２には、予め特性推定部６１でユーザの特性を推定する際に用いる値が、表１
および表２に格納されている。ここでは、運転開始時の室温Ｔを例について説明する。複
数のセンサからの組合せ（例えば、室温と湿度）であってもよい。
【００２６】
　表１によれば、冷房の場合、運転開始時の室温Ｔが２６℃未満であれば、ユーザの特性
として「暑がり」の特性として推定される。室温Ｔが２６℃以上２８℃未満であれば、ユ
ーザの特性として「快適重視」の特性として推定される。室温Ｔが２８℃以上３０℃未満
であれば、ユーザの特性として「節電重視」の特性として推定される。室温Ｔが３０℃以
上であれば、ユーザの特性として「寒がり」の特性として推定される。
【００２７】
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【表１】

【００２８】
　表２によれば、暖房の場合、運転開始時の室温Ｔが４℃未満であれば、ユーザの特性と
して「暑がり」の特性として推定される。室温Ｔが４℃以上１４℃未満であれば、ユーザ
の特性として「節電重視」の特性として推定される。室温Ｔが１４℃以上２２℃未満であ
れば、ユーザの特性として「快適重視」の特性として推定される。室温Ｔが２２℃以上で
あれば、ユーザの特性として「寒がり」の特性として推定される。
【００２９】
【表２】

【００３０】
　特性推定部６１は、例えば、室温が５℃で暖房運転を開始した場合には、ユーザは節電
重視であると推定し、室温が１５°で暖房運転を開始した場合には、ユーザは快適重視で
あると推定する。あるいは、例えば、室温が２５℃の時に冷房運転を開始した場合には、
ユーザは暑がりであると推定し、室温が２２℃の時に暖房運転を開始した場合にはユーザ
は寒がりであると推定する。なお、特性推定部６１が用いる各種のセンサからの情報は、
運転開始から一定時間後や運転開始から一定時間内の平均値でもよい。
【００３１】
　制御部６０の特性推定部６１は、記憶部６２に記憶したユーザの特性のうち、最新の記
憶１０個のうち、最も多い特性をユーザの特性として制御に反映する。最新の記憶１０個
の平均値をユーザの特性として空気調和機Ａの制御に反映してもよい。あるいは、最近一
カ月で最も多い特性をユーザの特性として制御に反映してもよい。あるいは、運転モード
毎で最も多い特性をユーザの特性として運転モード毎に制御に反映してもよい。
【００３２】
　制御部６０は、ユーザの特性を、設定温度、圧縮機回転速度、最大電流量、左右風向板
、上下風向板、送風ファン回転速度などに、記憶部６２に予め記憶されている表３および
表４に従い制御に反映する。なお、回転速度とは、単位時間あたりの回転数を意味する。
【００３３】



(8) JP 6746246 B2 2020.8.26

10

20

30

40

50

【表３】

【００３４】
【表４】

【００３５】
　具体的には、「節電重視」と推定したユーザが暖房運転を開始した場合、設定温度を上
げる、圧縮機２０２の回転速度を低くする、最大電流量を下げる、送風ファン１０３の回
転速度を低くするなどの制御を行う。
【００３６】
　あるいは、「快適重視」と推定したユーザが暖房運転を開始した場合、設定温度を上げ
る、圧縮機２０２の回転速度を高くする、最大電流量を上げる、左右風向板１０４をユー
ザに向ける、上下風向板１０５をユーザの足元に向ける、送風ファン１０３の回転速度を
高くするなどの制御を行う。
【００３７】
　あるいは、「寒がり」と推定したユーザが暖房運転を開始した場合、「快適重視」より
も、さらに設定温度を上げる、圧縮機回転速度を高くする、最大電流量を上げる、左右風
向板をユーザに向ける、上下風向板をユーザの足元に向ける、送風ファン回転速度を高く
するなどの制御を行う。
【００３８】
　一方、「暑がり」と推定したユーザが冷房運転を開始した場合、設定温度をさらに下げ
る、圧縮機回転速度を高くする、最大電流量を上げる、左右風向板をユーザに向ける、上
下風向板をユーザに向ける、送風ファン回転速度を高くするなどの制御を行う。
【００３９】
　なお、ここではセンサ情報として室温を用いて説明したが、用いるセンサは外気温、湿
度、人検知センサ１１０、温度検知センサ１１１、時計でもよい。
【００４０】
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＜効果＞
　特性推定部６１は、ユーザの特性を推定するのが運転開始時のセンサ情報であるため、
ユーザが空調を必要とする環境を推定することができる。すなわち、ユーザが低い室温ま
で暖房を必要としなければ、ユーザは寒さに強いと推定することができる。あるいは、ユ
ーザが低い室温でも冷房を必要とする場合、ユーザは暑さに弱いと推定することができる
。
【００４１】
　ユーザの特性に基づき制御するため、例えばユーザが『節電ボタン』を押す作業をしな
くても、特性推定部６１による推定に基づき自動的に節電となるような制御を行うことが
できる。あるいは、快適性を高くするために、風向をユーザ自身に向くように変更したり
風速上げたりする作業をユーザがしなくても、特性推定部６１による推定に基づき自動的
に快適になるような制御を行うことができる。
【００４２】
　特性推定部６１によるユーザの特性を、記憶部６２が記憶することで、突発的な制御を
ノイズとして無視することが可能となる。すなわち、暖房シーズンに、通常は「節電重視
」のユーザが、「快適重視」の来客の特性に合わせて通常より高めの室温で暖房運転を開
始した場合に「快適重視」と推定されるユーザの特性は、通常の「節電重視」のユーザの
特性との頻度の違いから無視され、通常の「節電重視」のユーザの特性が保持されること
が可能となる。あるいは、一つの空気調和機Ａを複数のユーザが使用する場合でも、最も
多く使用するユーザの特性が反映されることで、最も高い確率で最も多く使用するユーザ
が求める制御を実現することが可能となる。
【００４３】
　制御部６０は、最近の記憶１０個の平均値をユーザの特性とすることで、ユーザの違い
による特性の違いを加味することが可能としてもよい。すなわち、一つの空気調和機Ａを
複数のユーザが使用する場合でも、複数のユーザの特性の違いを平均することで、節電重
視のユーザにも快適重視のユーザにも不満の少ない制御を実現することが可能となる。
【００４４】
　制御部６０は、最近一カ月で最も多いユーザの特性を制御に反映してもよい。すなわち
、一カ月のような一定期間におけるユーザの特性に限定することで、気温や湿度の経時的
な移り変わりに伴うユーザの特性の移り変わりを推定することが可能となり、ユーザが必
要とする空調の移り変わりを制御に反映することが可能となる。
【００４５】
　制御部６０は、運転モード毎で最も多い特性をユーザの特性として運転モード毎に制御
に反映してもよい。すなわち、ユーザが寒さには強いが暑さには弱いユーザの特性の場合
、暖房運転時には「節電重視」と推定され、冷房運転時には「快適重視」と推定される。
このユーザに対し、暖房運転時の特性の推定に基づいて冷房運転も「節電重視」の制御が
行われると、暑さによる不快を感じるおそれがあるためである。一方、運転モード毎にユ
ーザの特性を制御に反映することで、暑さや寒さのそれぞれに対するユーザの特性を制御
に反映することが可能となる。
【００４６】
　さらに、本実施形態の空気調和機Ａは、前記に限定されることはなく、次の制御をして
もよい。例えば、制御部６０は、左右風向板１０４や上下風向板１０５をユーザに向ける
時間を変更してもよい。または、ユーザに向ける頻度を変更してもよい。制御部６０は、
設定温度を変更する程度をユーザの特性の程度に応じて変更してもよい。すなわち、ユー
ザの特性が寒がりでありその程度が弱である場合は、暖房運転時にユーザに風向を向ける
時間を１スイングあたり２秒とし、ユーザの特性が寒がりでその程度が強である場合には
、暖房運転時にユーザに風向を向ける時間を１スイングあたり４秒とする。
【００４７】
　特性推定部６１は、一つのセンサからの情報に基づいてユーザの特性を推定してもよく
、複数のセンサからの情報を用いてユーザの特性を推定してもよい。すなわち、室温でユ
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ーザの特性を推定してもよく、室温や湿度などの要素に基づき算出される体感温度に基づ
いてユーザの特性を推定してもよい。ユーザの特性は、「快適重視」、「節電重視」、「
暑がり」、「寒がり」以外に、「乾燥に弱い」、「乾燥に強い」などがある。
【００４８】
［第２の実施形態］
　第２の実施形態は、特性推定部６１が所定の値とセンサの出力との差からユーザの特性
を推定する。第２の実施形態の空気調和機Ａは、図１から図４に示したものと同一である
ので、説明は省略する。
【００４９】
＜特性推定部＞
　特性推定部６１は、所定の値Ｔ０とセンサの出力である室温Ｔとの差からユーザの特性
を推定する。すなわち、特性推定部６１は、予め記憶部６２に記憶されている表５に従い
制御指令をする。
【００５０】

【表５】

【００５１】
　具体的には、政府推奨の冷房・暖房室温と室温との差や、日本人の平均的な運転開始温
度と室温との差などに基づき、ユーザの特性を推定する。政府推奨の冷房室温をＴ０とす
ると、運転開始時の室温Ｔが２℃より低い場合にはユーザの特性を「暑がり」と推定し、
その差が－２℃以内（－２℃以上０℃未満）であれば「快適重視」と推定し、その差が＋
２℃以内（０℃以上＋２℃未満）であれば「節電重視」と推定し、その差が＋２℃以上で
あれば「寒がり」と推定する。なお、暖房の場合も同様に、所定の値Ｔ０とセンサの出力
である室温Ｔとの差から、ユーザの特性を推定することができる。
【００５２】
　図８は、第２の実施形態に係る特性推定部の処理を示すフローチャートである。特性推
定部６１は、運転開始の指令を受信すると（Ｓ８１）、センサ部５０からの出力を受信し
（Ｓ８２）、所定値（所定の値）とセンサ部５０の出力差を算出する（Ｓ８３）。特性推
定部６１は、例えば表５に基づきユーザの特性（「快適重視」、「節電重視」、「暑がり
」、「寒がり」）を推定し（Ｓ８４）、推定した結果を記憶部６２に記憶する（Ｓ８５）
。そして、特性推定部６１は、図６に示した圧縮機２０２、左右風向板１０４、上下風向
板１０５、送風ファン１０３、プロペラファン２０７などに対し制御変更を送信する（Ｓ
８６）。
【００５３】
　また、空気調和機Ａのユーザの特性がサーバにより収集されている場合、サーバに接続
し、ユーザのおかれた室温における国内の運転履歴と比較し、国内のユーザの中での相対
的な暑がり・寒がりの特性をユーザの特性と推定してもよい。あるいは、サーバに接続し
、近隣のユーザの運転状態との比較からの相対的な節電重視・快適重視の特性をユーザの
特性と推定してもよい。
【００５４】
＜効果＞
　特性推定部６１は、政府推奨の冷房時の室温や暖房時の室温と比較することで、常に一
定の基準に基づいて、ユーザの特性を推定することが可能となる。また、空気調和機Ａの
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ユーザの特性がサーバにより収集されている場合、サーバに接続することで、一般的な実
際の使われ方に基づいて、ユーザの特性を推定することが可能となる。
【００５５】
［第３の実施形態］
　第３の実施形態は、センサ部５０が所定の出力となってから所定時間経過した時点での
センサ情報に基づき、ユーザの特性を推定する。第３の実施形態の空気調和機Ａは、図１
から図４に示したものと同一であるので、説明は省略する。
【００５６】
＜特性推定部＞
　図９は、第３の実施形態に係る特性推定部の処理を示すフローチャートである。特性推
定部６１は、例えば人検知センサ１１０（図１参照）により人を検出してから、例えば１
０分後の温度検知センサ１１１により室内表面温度に基づきユーザの暖房運転時の特性を
推定する。さらに、人検知センサ１１０で人の活動量を検出し、活動量が大きいことを検
出したら、室内表面温度に基づきユーザの暖房運転時の特性を推定してもよい。
【００５７】
　図９は、第３の実施形態に係る特性推定部の処理を示すフローチャートである。特性推
定部６１は、センサ部５０からの所定の出力を受信し（Ｓ９１）、所定時間の経過を検知
すると（Ｓ９２）、センサ部５０からの出力を受信する（Ｓ９３）。特性推定部６１は、
例えば表１または表２に基づきユーザの特性（「快適重視」、「節電重視」、「暑がり」
、「寒がり」）を推定し（Ｓ９４）、推定した結果を記憶部６２に記憶する（Ｓ９５）。
そして、特性推定部６１は、図６に示した圧縮機２０２、左右風向板１０４、上下風向板
１０５、送風ファン１０３、プロペラファン２０７などに対し制御変更を送信する（Ｓ９
６）。
【００５８】
＜効果＞
　特性推定部６１は、センサ部５０が所定の出力となってから所定時間経過した時点での
センサ情報に基づきユーザの特性を推定することで、例えば冬季に日中外出して室温が５
℃となっている室内に入ってきた直後に暖房運転を開始した場合に、前記表２に従い、『
室温が５℃になるまで耐えられる寒さに強いユーザ』と判断される危険性を排除すること
が可能となる。すなわち、人が一定時間、室内で活動し、その環境を受け入れている場合
にユーザの特性を推定するため、より正しくユーザの特性を推定することが可能となる。
【００５９】
　さらに、本実施例の空気調和機Ａは、前記に限定されることは無く、次の構成を備えて
もよい。特性推定部６１は、所定の頻度でセンサ部５０からの情報を収集する。すなわち
、特性推定部６１は、３０分に一度室温と人の有無を検出する。特性推定部６１が所定の
頻度でセンサ部５０からの情報を収集するのは、空気調和機Ａの運転中のみでも良く、運
転停止中のみでも良く、運転停止中と運転中の両方で行ってもよい。
【００６０】
　さらに、特性推定部６１は、運転開始より所定時間前の、所定の頻度で取得したセンサ
部５０からの情報に基づきユーザの特性を推定してもよい。あるいは、運転開始した所定
時間後の所定の頻度で取得したセンサ部５０からの情報に基づき特性を推定してもよい。
【００６１】
　また、特性推定部６１は、人検知センサ１１０が所定の人数を検出してから所定の時間
を経過した時点でのセンサ部５０からの情報に基づきユーザの特性を推定してもよい。あ
るいは、特性推定部６１は、人検知センサ１１０が所定の活動量を検出してから所定の時
間を経過した時点でのセンサ部５０からの情報に基づきユーザの特性を推定してもよい。
【００６２】
［第４の実施形態］
　第４の実施形態は、運転を開始した時の設定あるいはその後に変更した後の設定の内容
に基づき、ユーザの特性を推定する。第４の実施形態の空気調和機Ａは、図１から図４に
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示したものと同一であるので、説明は省略する。
【００６３】
＜特性推定部＞
　特性推定部６１は、同じ暖房モードの場合においても、ユーザの特性を設定変更に応じ
て推定することができる。すなわち、特性推定部６１は、暖房時において、予め記憶部６
２に記憶されている表６に従い制御指令をする。なお、Ｔは運転開始時の室温であり、Ｔ
１はユーザが設定した温度である。風速１は当初の設定値、風速２は風速１後の設定値で
ある。
【００６４】
【表６】

【００６５】
　具体的には、特性推定部６１は、例えば室温が５℃の時に、図４に示すリモコン４０を
用いて設定温度を２０℃で暖房運転を開始するユーザを「節電重視」と推定する。室温が
５℃の時に設定温度２７℃で暖房運転を開始するユーザを「快適重視」と推定する。ある
いは、室内表面温度が１０℃の時に設定温度を２０℃とし、風速を強風として暖房運転を
開始するユーザを「快適重視」と推定し、室内表面温度が１０℃の時に設定温度を２０℃
とし、風速を強風として暖房運転を開始し、その後に弱風に変更するユーザを「節電重視
」と推定してもよい。第１の実施形態では、運転開始時の室温が同じ５℃、１０℃の場合
、ユーザの特性は、いずれも「節電重視」と判定されていたが、第４の実施形態では、他
の設定との組合せにより、ユーザの特性が異なることが特徴である。なお、冷房の場合も
同様に、運転を開始した時の設定あるいはその後に変更した後の設定の内容に基づき、ユ
ーザの特性を推定することができる。
【００６６】
　運転を開始してから設定を変更するまでの期間は、例えば暖房運転の場合、暖房運転を
開始してから余熱運転時間を経て温風が吹き出され、それをユーザが体感し、設定変更の
判断に至るまでの時間であってもよい。あるいは、暖房運転を開始した後の余熱運転中ま
での時間であってもよい。
【００６７】
　図１０は、第４の実施形態に係る特性推定部の処理を示すフローチャートである。特性
推定部６１は、運転開始の指令を受信および設定変更を受信すると（Ｓ１１）、センサ部
５０からの出力を受信し（Ｓ１２）、センサ部５０からのセンサ情報と、例えば、表６と
に基づきユーザの特性を推定し（Ｓ１３）、推定した結果を記憶部６２に記憶する（Ｓ１
４）。そして、特性推定部６１は、図６に示した圧縮機２０２、左右風向板１０４、上下
風向板１０５、送風ファン１０３、プロペラファン２０７などに対し制御変更を送信する
（Ｓ１５）。
【００６８】
＜効果＞
　特性推定部６１が、運転開始時の設定あるいはその後の変更後の設定内容に基づきユー
ザの特性を推定することで、ユーザの求める環境の程度に基づいた推定を行うことが可能
となる。すなわち、運転開始時のセンサ部５０の出力による推定は、ユーザが空気調和機
Ａの使用無しで耐えられる環境に基づいたユーザの特性の推定であるのに対し、運転開始
時の設定内容に基づく推定は、ユーザが必要とする環境に基づいたユーザの特性の推定と
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なる。これらの２つの推定は、それぞれ独立した推定として制御に反映してもよく、両者
の平均値を用いるなど両者を加味して制御に反映してもよい。さらに、本実施形態の空気
調和機Ａは、前記に限定されることは無く、次の構成を備えてもよい。
【００６９】
＜表示部＞
　本実施形態の空気調和機Ａは表示部をさらに備え、特性推定部６１で推定したユーザの
特性を表示してもよい。すなわち、特性推定部６１で推定したユーザの特性である「快適
重視」、「節電重視」、「暑がり」、「寒がり」などの特性を表示する表示部を備えても
よい。
【００７０】
　表示部は、室内機のユーザから視認できる場所に備えられ、ＬＥＤ（Light Emitting D
iode）が点灯することでユーザの特性を表示する。あるいは、図４に示したリモコン４０
に表示部（例えば、表示画面４１）が備えられてもよく、ＬＣＤ（Liquid Crystal Displ
ay）にユーザの特性（図４のユーザの特性４２参照）が表示されてもよい。
【００７１】
　さらに、特性推定部６１で推定された特性をユーザが修正する特性修正部を備えてもよ
い。ユーザが修正したユーザの特性は、特性推定部６１が推定したユーザの特性より優先
される。あるいは、特性推定部６１が推定したユーザの特性や、記憶部６２が記憶した内
容を消去するリセット部を備えてもよい。
【００７２】
　本実施形態の制御は、表３および表４に限定されるものではなく、例えば、以下のよう
に制御してもよい。
　空気調和機Ａは、室内の温度を検知する温度センサ（例えば、室温センサ）と、を備え
、冷房運転開始時における温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より高い場合（
例えば、ユーザが寒がりの場合）、制御部６０は室内の温度を設定温度よりも高い温度に
制御してもよい。
【００７３】
　空気調和機Ａは、室内の温度を設定温度に制御する制御部６０と、室内の温度を検知す
る温度センサ（例えば、室温センサ）と、を備え、暖房運転開始時における前記温度セン
サで検知した室内の温度が所定の温度より低い場合（例えば、ユーザ暑がりの場合）、制
御部６０は室内の温度を前記設定温度よりも低い温度に制御してもよい。
【００７４】
　空気調和機Ａは、送風ファンの回転速度を制御する制御部６０と、室内の温度を検知す
る温度センサ（例えば、室温センサ）と、を備え、冷房運転開始時における前記温度セン
サで検知した室内の温度が所定の温度より高い場合、制御部６０は送風ファン１０３の回
転速度を設定値よりも小さい値に制御してもよい。
【００７５】
　空気調和機Ａは、風向を制御する制御部６０と、室内の温度を検知する温度センサ（例
えば、室温センサ）と、人の位置を検知する人検知センサ１１０と、を備え、冷房運転開
始時における温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より高い場合（ユーザが寒が
りの場合）、制御部６０は人検知センサ１１０で検知した人の位置以外の位置に風向を向
けてもよい。
【００７６】
　空気調和機Ａは、送風ファンの回転速度を制御する制御部６０と、室内の温度を検知す
る温度センサ（例えば、室温センサ）と、を備え、暖房運転開始時における温度センサで
検知した室内の温度が所定の温度より低い場合（例えば、ユーザが暑がりの場合、制御部
６０は送風ファン１０３の回転速度を設定値よりも小さい値に制御してもよい。
【００７７】
　空気調和機Ａは、風向を制御する制御部６０と、室内の温度を検知する温度センサ（例
えば、室温センサ）と、人の位置を検知する人検知センサ１１０と、を備え、暖房運転開
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始時における温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より低い場合（例えば、ユー
ザが暑がりの場合）、制御部６０は人検知センサ１１０で検知した人の位置以外の位置に
風向を向けてもよい。
【００７８】
　空気調和機Ａは、室内の温度を設定温度に制御する制御部６０と、室内の温度を検知す
る温度センサ（例えば、室温センサ）と、を備え、冷房運転開始時における温度センサで
検知した室内の温度が所定の温度より低い場合（例えば、ユーザが暑がりの場合）、制御
部６０は室内の温度を設定温度よりも低い温度に制御してもよい。
【００７９】
　空気調和機Ａは、室内の温度を設定温度に制御する制御部６０と、室内の温度を検知す
る温度センサ（例えば、室温センサ）と、を備え、暖房運転開始時における温度センサで
検知した室内の温度が所定の温度より高い場合（例えば、ユーザが寒がりの場合）、前記
制御部は室内の温度を前記設定温度よりも高い温度に制御してもよい。
【００８０】
　空気調和機Ａは、送風ファン１０３の回転速度を制御する制御部６０と、室内の温度を
検知する温度センサ（例えば、室温センサ）と、を備え、冷房運転開始時における温度セ
ンサで検知した室内の温度が所定の温度より低い場合（例えば、ユーザが暑がりの場合）
、制御部６０は送風ファン１０３の回転速度を設定値よりも大きい値に制御してもよい。
【００８１】
　空気調和機Ａは、風向を制御する制御部６０と、室内の温度を検知する温度センサ（例
えば、室温センサ）と、人の位置を検知する人検知センサ１１０と、を備え、冷房運転開
始時における温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より低い場合（例えば、ユー
ザが暑がりの場合）、制御部６０は人検知センサ１１０で検知した人の位置に風向を向け
てもよい。
【００８２】
　空気調和機Ａは、送風ファン１０３の回転速度を制御する制御部６０と、室内の温度を
検知する温度センサ（例えば、室温センサ）と、を備え、暖房運転開始時における温度セ
ンサで検知した室内の温度が所定の温度より高い場合（例えば、ユーザが寒がりの場合）
、制御部６０は送風ファン１０３の回転速度を設定値よりも大きい値に制御してもよい。
【００８３】
　空気調和機Ａは、風向を制御する制御部６０と、室内の温度を検知する温度センサ（例
えば、室温センサ）と、人の位置を検知する人検知センサ１１０と、を備え、暖房運転開
始時における温度センサで検知した室内の温度が所定の温度より高い場合、制御部６０は
人検知センサ１１０で検知した人の位置に風向を向けてもよい。
【００８４】
　本実施形態によれば、ユーザの特性を推定するのが運転開始時または運転開始後のセン
サ情報であるため、ユーザが空調を必要とする環境を推定することができる。すなわち、
ユーザが低い室温まで暖房を必要としなければ、ユーザは寒さに強いと推定することがで
きる。あるいは、ユーザが低い室温でも冷房を必要とする場合、ユーザは暑さに弱いと推
定することができる。
【符号の説明】
【００８５】
　４０　　リモコン（空調制御端末）
　４１　　表示画面（表示部）
　４５　　送受信部
　５０　　センサ部
　６０　　制御部
　６１　　特性推定部
　６２　　記憶部
　１００　　室内機
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　１０３　　送風ファン
　１０４　　左右風向板
　１０５　　上下風向板
　１０６　　前面パネル
　１１０　　人検知センサ
　２００　　室外機
　２０２　　圧縮機
　２０７　　プロペラファン
　Ａ　　空気調和機

【図１】 【図２】
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【図９】

【図１０】
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